
 

【
作
者
】
王
建(

？
〜
八
三
〇
年)

中
唐
の
詩
人
。
字
は
仲
初
。
潁
川 (

河
南
省
許
昌) 

の
人
。
七
七
五
年
進
士
に
及
第
，
渭
南 (

陝
西
省) 

の
尉
と
な
っ
た
。
そ
の
後
太
府
寺

丞
，
秘
書
丞
，
侍
御
史
を
歴
任
し
て
，
太
和
年
間
に
陝
州 (

河
南
省) 

の
司
馬
と
な
り
，
ま
た
辺
境
に
従
軍
し
た
こ
と
も
あ
る
。
韓
愈
の
門
下
で
，
白
居
易
，
劉
禹

錫
と
も
交
際
が
あ
っ
た
。
楽
府 (

が
ふ) 

に
す
ぐ
れ
，
友
人
の
張
籍
と
と
も
に
「
張
王
楽
府
」と
称
さ
れ
，
な
か
に
は
人
民
の
苦
し
み
を
う
た
っ
た
作
も
あ
る
。
宮
女
の

生
活
を
う
た
っ
た
『宮
詞
』が
特
に
有
名
。
蜀
の
花
蕊 (

か
ず
い) 
夫
人
，
宋
の
王
珪 (

お
う
け
い) 

の
宮
詞
と
合
せ
た
『三
家
宮
詞
』が
あ
る
。 

詩
集
『王
建
詩
集
』 (

十
巻) 

。 

【語
釈
】＊
綺
岫
宮…

漢
の
武
帝
が
建
て
た
宮
殿
。
洛
陽
永
寧
県
の
西
五
里
に
在
っ
た
と
も
、
驪
山
に
在
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。  

＊
玉
樓…

美
し
い
楼
閣
。 

＊
傾
側…

か
た
む
く
。
今
は
も
う
さ
び
れ
て
い
る
こ
と
言
う
。  

＊
粉
牆…
白
く
塗
ら
れ
た
土
塀
や
壁
。  

＊
重
疊…

い
く
え
に
も
重
な
っ
て
い
る
。  

 

＊
青
山…

あ
お
あ
お
と
樹
木
の
茂
っ
て
い
る
山
。  

＊
故
宮…

綺
岫
宮
を
い
う
。  

＊
武
帝…

こ
こ
で
は
玄
宗
の
こ
と
を
諷
刺
し
た
表
現
。  

＊
紅
袖
盡…

紅
袖
は
紅
い
袖
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
女
官
を
い
う
。 

【
通
釈
】「
三
体
詩
評
釈(

野
口
寧
齋
著)

」
に
「
綺
岫
宮
驪
山
に
在
り
。
漢
武
の
建
つ
る
所
に
し
て
、
明
皇
の
曾
て
行
幸
せ
る
所
な
り
。
山
光
囲
繞
す
る
に
因
っ
て
綺
岫
と
名
づ

く
と
い
う
。
承
句
直
ち
に
其
の
形
勝
を
録
し
て
、
江
山
依
然
と
し
て
人
事
の
已
に
非
な
る
を
説
く
。
武
帝
は
借
り
て
明
皇
を
指
す
な
り
。
来
は
以
て
爾
来
の
義
と
な

す
。
而
し
て
玉
樓
粉
牆
青
山
紅
袖
黄
蝶
等
の
字
面
、
皆
以
て
綺
岫
を
襯
出
す
る
所
以
に
あ
ら
ざ
る
は
無
し
。
」と
あ
り
。 


